
　
　
　
第
十
巻
　
　
翻
　
　
介

は
白
河
帝
の
承
暦
旧
聞
の
飼
立
で
あ
っ
て
山
水
の
勝
形
を
選
ん
で

螢
ま
れ
た
浮
彫
で
あ
り
、
或
は
「
榮
花
物
語
」
に
或
は
「
法
勝
寺
供

養
記
」
等
に
其
の
李
安
期
の
擾
麗
を
物
語
っ
て
み
る
も
の
の
創
建
、

以
後
の
興
慶
を
詳
蓮
さ
れ
て
る
る
。
叉
た
妥
樂
静
院
も
洛
南
の
一

理
庭
巡
る
を
文
献
ミ
根
待
っ
て
現
濁
せ
し
め
て
み
る
。
斯
か
る
史

蹟
調
査
は
從
來
の
も
の
噛
こ
其
の
趣
き
を
異
に
し
し
か
も
文
献
ぐ
」
遺

物
ε
を
爾
秘
せ
し
め
て
其
の
當
時
を
欝
窮
せ
し
む
る
こ
ε
は
最
も

遮
切
な
る
史
的
研
究
、
こ
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
府
調
査
委
員

諸
氏
の
各
自
專
攻
を
融
合
せ
る
虚
に
本
島
の
面
目
が
窺
は
れ
る
。

（m

l
山
ハ
親
旧
洋
本
か
へ
一
山
ハ
○
頁
b
間
祠
版
甲
血
五
）
〔
以
上
島
田
鴇
】

　
　
　
　
　
第
志
願
　
　
】
五
〇
　
（
六
四
〇
）

　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑
　
　
　
報

　
　
愚
京
都
帝
國
大
顎
交
學
都
史
學
科
研
究
族
行

　
三
浦
西
田
爾
教
授
指
導
の
下
に
伊
勢
地
方
に
研
究
族
行
を
行
ふ

爲
め
一
行
十
四
名
、
去
る
六
月
六
日
の
朝
細
爾
降
り
し
き
る
中
に

京
都
騨
を
た
っ
た
が
近
江
路
に
入
る
ミ
輝
か
し
い
日
光
が
車
窓
を

訪
れ
て
無
類
の
好
日
和
叢
な
っ
た
。
山
田
に
下
車
し
た
時
は
正
午

を
少
し
過
ぎ
て
居
た
が
態
々
出
迎
へ
ら
れ
た
森
田
紳
宮
皇
畢
館
教

授
の
東
道
で
先
づ
徴
古
館
を
見
噛
す
る
前
に
事
務
所
の
一
室
で
加

藤
館
長
か
ら
特
に
蒔
田
文
番
を
見
せ
ら
れ
た
。
祭
野
栗
山
、
藤
井

貞
幹
等
の
知
名
の
學
者
の
書
膿
が
其
主
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本

館
の
方
で
は
文
書
S
し
て
既
に
著
聞
さ
れ
て
み
る
角
屋
文
書
光
明

寺
残
篇
等
の
外
に
開
國
主
義
者
ε
い
は
る
、
井
伊
直
弼
が
嘉
永
七

年
十
一
月
に
納
め
た
撲
夷
新
願
文
の
存
在
は
一
種
の
皮
肉
で
あ
っ

九
。
総
叢
に
は
伊
勢
新
名
所
歌
合
等
武
器
に
は
稻
富
一
夢
所
欝
鐵

砲
等
が
あ
り
其
他
古
銅
印
及
印
笥
、
壷
鐙
日
本
丸
般
首
等
が
目
を

引
く
。
土
器
の
中
で
は
革
袋
を
模
し
た
も
の
が
二
つ
そ
の
噌
つ
熔



縫
目
の
跡
を
失
ひ
流
水
紋
が
つ
い
て
屠
た
。
筑
前
出
土
の
小
躍
付

紐
は
高
毫
の
彫
刻
も
棄
て
難
い
。
時
問
の
都
合
上
内
宮
の
参
鐸
を

明
日
に
譲
っ
て
是
日
は
ゆ
っ
く
り
神
宮
文
庫
を
見
解
す
る
こ
マ
こ

し
九
。
抑
當
文
庫
は
奈
良
朝
時
代
の
皇
太
騨
宮
文
殿
に
淵
源
し
て

居
る
の
で
あ
る
が
直
接
の
起
源
は
林
崎
及
豊
宮
崎
の
雨
文
庫
に
在

る
こ
ミ
冨
ふ
迄
も
な
い
前
者
は
約
六
百
年
前
荒
木
田
経
延
に
よ
っ

て
創
め
ら
れ
た
内
宮
祠
宮
の
學
魔
所
で
あ
り
後
者
は
慶
安
元
年
渡

會
延
佳
等
の
首
唱
に
よ
っ
て
外
宮
祠
官
の
修
學
機
關
ミ
し
て
設
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
ε
な
っ
て
是
等
の
留
鳥
が
合
併
さ
れ

騨
宮
の
圖
書
を
も
加
へ
て
新
に
規
模
を
整
へ
た
も
の
が
廓
ち
今
の

紳
宮
文
庫
で
あ
る
現
在
の
藏
書
は
九
萬
千
百
九
十
一
冊
に
及
ぶ
ミ

い
ふ
。
繍
行
の
警
め
に
特
に
出
陳
さ
れ
た
珍
籍
の
中
で
は
皇
太
藤

宮
禰
宜
譜
翠
帳
は
紙
背
が
延
喜
四
年
正
月
＋
五
日
の
日
附
を
有
す

る
玉
篇
の
古
窮
本
で
あ
る
事
に
よ
っ
て
有
名
で
あ
る
。
渡
會
紳
道

の
大
成
者
で
北
畠
親
据
ミ
も
な
み
な
み
な
ら
ぬ
瀾
係
の
あ
っ
た
家

行
燈
主
の
類
聚
脳
裡
本
源
も
亦
注
意
す
べ
く
親
房
の
薯
ざ
総
せ
ら

れ
る
元
々
集
の
内
容
ミ
の
關
係
に
興
味
が
湧
く
尤
も
此
腱
に
現
存

す
る
の
は
其
原
本
で
は
な
く
正
李
の
頃
者
相
紳
主
の
書
爲
せ
る
も

　
　
　
第
十
雀
　
　
漿
　
　
報

の
で
爲
本
ざ
し
て
は
最
古
の
も
の
に
饗
す
る
。
そ
の
外
に
は
荒
木

田
氏
註
引
付
、
荒
木
田
氏
興
引
付
安
東
割
興
專
當
沙
汰
文
、
天
養

記
、
内
宮
假
殿
遷
宮
詑
、
元
々
集
榊
道
集
、
露
華
典
略
、
新
繹
令

義
解
、
令
外
官
職
志
、
律
義
解
。
逸
令
義
解
、
古
事
記
裏
書
注
文

妙
貞
問
答
本
居
宣
長
自
筆
太
憩
宮
儀
式
解
序
、
林
崎
の
ふ
み
く
ち

の
記
、
大
儀
李
八
郎
自
署
献
本
の
緊
要
洞
劉
記
号
が
取
り
ん
＼
に

感
興
を
惹
い
た
是
等
に
就
い
て
坂
本
紳
部
署
長
、
千
田
文
庫
圭
管

か
ら
懇
切
な
論
明
を
與
へ
ら
れ
た
こ
S
は
深
謝
に
塩
え
ぬ
、
こ
れ

で
此
日
の
豫
定
を
終
っ
た
か
ら
鞭
暮
二
見
館
に
投
じ
た
。
七
日
の

朝
判
行
は
夙
に
起
き
て
夫
婦
岩
の
謎
ま
で
散
策
し
て
見
た
。
沖
合

は
濠
氣
梢
深
く
碇
霧
中
の
第
一
艦
除
の
雄
姿
を
撲
糊
の
襖
に
包
ん

で
居
る
。
七
晴
に
二
見
を
立
っ
て
内
宮
に
詣
る
。
加
藤
翻
宜
の
懇

切
な
る
案
内
で
一
行
は
恭
し
く
滲
拝
を
遽
け
道
す
が
ら
各
殿
舎
に

つ
い
て
説
明
を
聴
い
た
。
林
崎
文
庫
の
蛙
を
尋
ね
て
山
田
に
向
ひ

外
宮
の
夢
舞
に
は
篠
田
禰
宜
の
案
内
を
煩
し
た
斯
・
く
て
憩
都
の
地

を
後
に
し
た
の
は
十
一
時
で
あ
っ
た
が
間
も
な
く
松
坂
に
着
い
て

本
居
宣
長
翁
の
慧
蹟
を
今
は
公
園
ε
な
れ
る
蕎
城
跡
に
訪
ふ
た
。

是
日
は
田
曜
日
で
あ
っ
た
が
忘
憂
郡
役
所
か
ら
は
特
に
係
員
を
向

　
　
　
　
　
　
　
　
第
閃
〔
號
　
　
　
輔
五
｝
　
（
山
ハ
四
一
）



　
　
　
第
十
岱
　
　
彙
　
　
瞬

け
ら
れ
て
鈴
屋
保
存
會
事
務
所
の
倉
庫
に
あ
る
ゑ
の
絵
像
古
事
記

傅
以
下
の
自
筆
の
稿
本
、
翁
遺
愛
の
大
小
各
種
の
鈴
、
醤
師
ミ
し

て
の
翁
の
使
用
さ
れ
た
蘂
箱
等
を
示
さ
れ
江
の
は
岡
じ
く
一
行
の

憂
欝
に
優
宜
を
興
へ
ら
れ
た
當
地
の
素
封
家
小
津
溝
左
衛
門
氏
の

好
意
曳
こ
共
に
深
く
謝
す
る
、
こ
こ
ろ
で
あ
る
元
城
下
の
魚
購
に
在
っ

た
翁
の
鷲
宅
は
今
は
こ
の
事
務
所
の
隣
に
移
さ
れ
て
あ
る
，
そ
れ

は
種
々
の
意
味
に
於
て
「
行
を
一
種
の
感
慨
に
引
き
入
れ
す
に
は

置
か
な
い
↓
存
在
で
あ
る
が
、
殊
に
元
の
物
置
を
改
造
さ
れ
た
ご

い
ふ
階
上
四
聾
牟
の
窮
屈
で
熱
苦
し
い
翁
の
書
齋
に
件
ん
で
は
詠

え
す
頭
の
下
る
の
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
篤
行
は
更
に
翁
を
祀
れ
る

縣
肚
由
塞
山
回
羅
に
詣
で
・
、
こ
こ
に
又
翁
の
人
絡
業
績
に
封
ず

る
思
慕
の
悩
を
新
に
し
た
斯
く
て
日
盛
り
の
町
を
徒
歩
し
て
翁
の

魚
町
の
宅
蛙
を
訪
ひ
松
坂
の
騨
ヘ
ミ
辿
り
着
い
た
、
二
日
の
研
究

三
三
に
到
る
虚
三
期
以
上
の
好
果
を
牧
め
て
三
三
の
三
三
全
部
を

終
了
し
た
一
行
が
京
都
に
三
っ
て
三
三
に
解
散
し
た
の
は
午
後
八

時
を
過
ぎ
て
間
も
無
い
頃
で
あ
っ
た
。
〔
山
根
M

　
　
囎
肥
前
國
有
喜
貝
塚
褒
堀

　
去
る
七
月
中
旬
、
京
都
帝
國
大
饗
考
古
翠
教
室
の
瀧
．
田
博
士
は

　
　
　
　
　
　
　
　
第
賜
騰
一
　
　
　
一
五
二
　
　
（
山
ハ
四
門
二
）

樹
数
室
島
田
寅
彦
、
地
理
學
教
室
小
牧
實
繁
、
同
型
學
科
學
生
小

川
茂
樹
諸
氏
を
欝
撰
し
て
堀
前
國
北
高
聴
郡
有
喜
村
の
貝
塚
を
登

強
し
、
石
器
、
骨
角
器
、
土
器
類
字
の
外
、
三
膿
の
人
骨
を
探
集

さ
れ
た
。
由
達
書
地
方
は
先
史
暁
代
七
隈
に
稀
琿
の
虚
で
あ
る
が

今
次
の
獲
堀
に
於
て
、
二
三
の
原
始
的
石
榔
「
こ
人
骨
胸
腔
鶴
に
一

個
の
零
墨
褒
見
の
新
樹
を
見
る
こ
ミ
が
出
來
て
該
時
代
の
究
明
に

最
も
興
味
あ
る
資
料
を
提
供
し
た
。
而
か
も
所
謂
端
書
の
叫
個

に
は
男
女
二
選
の
人
骨
を
認
め
、
男
子
は
其
の
痕
跡
に
過
ぎ
な
い

が
女
子
は
や
・
完
存
し
、
石
酒
外
の
貝
暦
中
の
他
の
入
間
叢
の
比

較
薄
禿
は
清
野
謙
次
博
士
の
手
で
調
査
さ
れ
て
居
り
、
近
き
將
來

に
其
の
精
細
な
研
究
が
考
古
學
的
調
査
の
も
の
S
相
待
っ
て
報
告

さ
る
ふ
で
あ
ら
う
が
今
ま
二
二
三
三
の
暦
位
的
弓
係
に
於
て
石
榔

の
三
三
中
に
三
三
さ
る
Σ
一
三
は
少
く
マ
」
も
貝
屠
築
成
直
後
の
も

の
で
あ
り
、
叉
た
此
の
石
弓
に
は
蓋
石
な
く
、
底
部
に
は
小
礫
石

を
敷
け
る
轍
な
．
ご
、
そ
れ
が
原
始
的
の
も
の
で
あ
る
こ
ミ
を
示
現

し
、
こ
れ
ガ
次
で
生
す
べ
き
所
謂
「
阿
波
式
三
三
」
の
先
駆
を
な
し

綾
い
て
霧
墳
等
の
石
棺
に
脈
絡
を
認
め
ら
る
・
可
能
性
を
有
し
て

み
る
こ
ミ
に
於
て
興
味
あ
る
例
謹
¶
こ
云
は
ね
球
な
ら
ぬ
。
又
弛
員



暦
…
中
の
三
三
胸
腔
部
に
三
見
し
た
蛾
鋏
は
約
二
寸
の
菱
形
を
呈
す

る
も
の
で
あ
っ
て
種
々
志
墳
等
よ
り
養
秘
す
る
そ
れ
マ
疑
類
似
し
て
・

み
る
。
此
の
人
骨
は
貝
暦
申
に
全
没
さ
れ
其
の
暦
位
に
撹
胤
の
跡

な
く
、
叉
た
人
骨
の
取
り
上
ぴ
に
際
し
、
右
部
肋
骨
を
探
集
し
た

後
に
畿
兇
し
た
こ
ε
は
埋
葬
當
隙
の
も
の
で
あ
る
こ
ミ
に
疑
ひ
な

い
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
此
の
種
，
蛾
鐡
が
脚
腔
部
に
あ
っ
た
事

賢
の
解
羅
如
何
は
入
馬
上
に
取
っ
て
重
大
な
資
料
を
與
へ
る
も
の

で
あ
る
が
該
時
代
に
鐵
器
の
存
在
す
る
事
實
を
打
演
す
・
こ
言
は
出

來
な
い
。
叉
た
當
遣
跡
を
構
成
す
る
土
器
は
縄
紋
土
器
系
に
燭
し

や
＼
原
手
の
沈
紋
あ
る
脆
後
阿
高
の
も
の
に
類
す
る
。
此
種
の
土

器
か
縄
紋
長
続
中
や
・
末
期
に
鰺
す
る
も
の
で
あ
る
こ
ミ
は
麟
に

瀧
倒
博
士
等
の
唱
導
す
る
慮
で
あ
っ
た
が
今
次
の
嚢
堀
の
結
果
、

如
上
の
特
殊
な
畿
見
に
よ
っ
て
兎
に
角
に
も
本
三
跡
は
所
謂
石
企

劃
二
代
の
愚
渡
期
を
悪
…
記
す
る
の
實
例
ε
し
て
三
界
に
提
供
さ
れ

た
も
の
S
云
へ
よ
う
。
〔
島
田
〕

例
會

醗
史
學
研
究
會

去
る
六
月
菅
七
日
午
後
一
時
傘
よ
り
丈
蹴
窄
部
第
十
敏
室
に

第
十
巷
　
　
焚
　
　
報

於
て
開
催
、
左
の
講
演
あ
り
、
來
會
考
三
五
＋
名
、
五
三
閉
會
す

成
吉
思
汗
の
携
歌
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
墨
士
　
鴛
淵
　
　
“
君

　
田
歌
は
蒙
古
の
風
習
電
し
て
存
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
ら
し
い

が
今
拭
迄
の
記
録
に
於
て
は
成
吉
一
汗
の
挽
歌
よ
り
外
に
見
當
ら

ぬ
、
一
一
か
ら
し
て
も
成
吉
思
汁
の
挽
歌
は
珍
ら
し
い
も
の
で
、
研

究
の
三
値
は
大
き
い
S
思
ふ
。
此
娩
歌
の
記
さ
れ
て
居
る
の
は
蒙

古
源
流
の
外
に
な
い
。
そ
の
蒙
古
源
流
は
漢
書
本
ミ
そ
の
凍
＊
な

る
奉
天
本
（
蒙
文
の
み
）
及
之
ミ
同
一
本
ミ
思
は
る
る
も
の
に

》
9
ヨ
鄭
が
旧
註
を
施
し
た
も
の
ε
、
最
近
に
手
に
入
っ
た
喀
劇

三
王
一
三
の
異
本
源
流
の
四
つ
で
あ
る
、
此
四
種
の
間
に
少
し
つ

つ
異
同
が
あ
る
が
、
今
此
等
を
比
較
し
て
右
の
挽
歌
を
謬
す
る
事

に
し
た
の
で
あ
る
亀
こ
い
っ
て
、
蒙
古
歌
論
の
一
般
的
性
質
及
成
吉

思
汗
の
挽
、
歌
の
家
裁
を
説
き
、
其
頭
韻
を
ふ
ん
で
一
節
四
句
或
は

一一

v
側
よ
・
り
成
っ
て
居
る
｛
畢
は
注
音
脚
す
。
へ
き
事
で
山
の
る
¢
）
田
蝉
ふ
ε
い

ひ
、
次
に
H
本
語
に
課
し
乍
ら
各
笛
侮
に
説
明
を
加
へ
ら
れ
た
。

奥
朋
歴
愛
の
研
究
に
就
て

　
　
　
　
　
第
四
號

一
五
三
　
（
六
闘
三
）



　
　
　
第
十
麿
　
　
嚢
　
　
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
墨
簿
士
　
　
喜
田
　
貞
吉
鴛

　
奥
朋
二
洲
は
概
し
て
其
の
開
畿
甚
だ
“
後
れ
．
徳
川
階
代
に
至
る

，
迄
も
北
部
地
方
に
は
爾
所
々
に
ア
イ
ヌ
村
が
存
在
し
た
程
で
、
内

地
に
於
て
史
前
時
代
叉
は
太
古
上
古
の
時
代
に
行
は
れ
た
ε
こ
ろ

が
是
等
の
地
方
で
は
中
古
近
世
階
代
に
實
現
せ
ら
れ
た
ミ
云
っ
て

も
よ
い
場
合
が
少
く
な
い
。
從
っ
て
現
今
此
の
地
方
に
は
ア
イ
ヌ

時
代
の
遣
物
逡
蹟
は
爾
ほ
其
儘
に
残
存
し
て
居
る
も
の
が
少
く
な

く
、
平
他
の
史
料
か
ら
も
其
の
沿
革
を
徴
す
べ
き
便
宜
が
多
い
か

ら
、
是
等
の
地
方
開
襲
史
研
究
は
、
移
し
て
以
て
史
料
の
乏
し
い

我
か
史
蘭
時
代
叉
は
太
古
の
時
代
に
於
け
る
日
本
民
族
の
成
立
、

窺
本
三
図
の
糞
展
の
蹟
を
明
な
ら
し
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
然
る

に
近
時
物
質
的
文
明
は
盛
ん
に
奥
胴
地
方
に
移
入
ぜ
ら
れ
る
の
で

折
角
蓮
さ
れ
た
慰
物
遺
蹟
其
他
口
碑
謬
説
等
の
破
壌
さ
れ
る
虞
が

あ
る
か
ら
、
奥
遡
歴
史
の
研
究
は
命
日
最
も
急
を
要
す
る
事
で
あ

る
ε
蓮
べ
ら
れ
た
。

　
　
回
護
　
史
　
會

野
禽
聴
　
去
る
六
h
月
二
十
・
六
日
午
後
山
山
時
よ
り
D
。
學
生
野
會
爆
姻
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
第
照
號
　
　
　
一
五
四
　
　
（
六
四
四
）

閥
催
、
三
浦
西
田
天
沼
教
授
、
・
喜
田
中
村
講
師
等
二
十
四
名
蓼
集

左
記
講
演
あ
り
，
午
後
十
洋
学
會
す
。

　
　
宇
佐
紳
宮
の
忌
避
ぐ
」
古
代
の
惨
落
　
　
　
肥
後
　
和
男
君

　
宇
佐
八
幡
の
金
属
製
練
業
者
の
組
猛
た
る
べ
し
囑
こ
の
柳
田
國
男

氏
の
所
説
に
罪
し
て
古
代
の
製
調
法
な
述
べ
て
，
之
を
否
定
す
。

　
醍
醐
三
費
院
の
元
興
寺
線
超
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
妃
博
士
　
喜
田
　
貞
吉
君

本
誌
に
掲
載
せ
ら
れ
た
る
を
以
っ
て
梗
概
を
略
す
。

　
　
佛
敏
美
繕
に
於
て
蓮
華
が
盤
ん
に
用
ゐ
ら
る
蕊
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
・
豊
　
　
宗
鴛

　
蓮
華
紋
の
印
度
に
於
て
用
ゐ
ら
れ
し
は
、
紀
元
繭
三
世
紀
阿
育

王
の
建
設
し
た
る
石
柱
に
初
ま
る
が
、
蓮
華
の
記
事
を
探
る
に
、

梨
倶
掌
陀
に
は
倫
殆
ん
さ
見
る
ε
こ
ろ
な
く
、
梵
書
奥
義
書
に
至

っ
て
蓮
華
が
家
教
的
意
味
を
以
て
語
ら
る
、
を
見
る
而
し
て
こ
は

印
度
に
於
て
嚢
生
せ
し
霊
い
ふ
よ
り
も
寧
ろ
外
邦
よ
り
傳
來
せ
り

ミ
思
考
せ
ら
る
ミ
て
薫
じ
て
埃
及
に
於
て
古
來
蓮
華
を
奪
重
し
た



り
し
こ
ざ
を
藝
術
に
紳
話
に
そ
の
實
例
を
致
へ
て
埃
及
起
源
説
を

高
調
し
最
後
に
酉
方
彌
陀
の
浮
愚
輩
樂
の
思
想
も
當
時
の
最
も
優

勢
な
る
文
化
世
界
た
る
埃
及
を
想
越
し
て
成
立
せ
し
も
の
に
あ
ら

ざ
る
か
く
」
結
ば
る
。

魎
支
　
那
學
會
「

晒
踊
職
門
大
牢
爲
去
る
六
月
十
三
B
午
後
↓
時
よ
り
法
衣
部
大
講
堂

に
於
て
開
催
、
敦
燵
聖
書
の
寅
…
眞
翠
黛
圓
害
等
を
陣
列
し
、
嚢
に

、
鰍
洲
留
學
中
露
地
に
て
親
し
く
愚
書
を
繕
閲
さ
れ
し
狩
野
、
鋼
田

爾
博
士
、
並
に
今
回
特
に
此
目
的
の
駕
に
渡
航
し
豊
富
な
る
材
料

を
將
來
せ
ら
れ
し
内
藤
博
士
の
講
演
あ
り
、
各
方
面
の
参
會
者
多

く
頗
る
盛
會
な
り
き
。
當
日
講
演
左
の
如
し
。

　
　
敦
煙
千
佛
洞
ミ
其
翠
眉
　
　
文
墨
博
士
　
幸
田
　
　
亨
君

　
敦
燵
の
滑
革
、
寝
鳥
の
地
理
等
を
略
摂
し
、
敦
燵
叢
書
の
嚢
見

さ
れ
し
次
第
よ
り
、
之
が
密
閉
さ
れ
し
年
代
に
つ
き
、
ス
タ
イ
ン

氏
は
西
紀
一
〇
三
六
、
聖
地
が
西
夏
に
滞
り
し
時
の
事
ぐ
」
す
れ
，
こ

も
、
舌
痛
書
中
ウ
イ
グ
ル
整
序
の
奥
書
に
「
至
正
十
年
虎
の
年
六

日
月
四
日
ユ
チ
。
リ
ユ
ク
チ
ユ
ク
城
の
人
タ
ル
ト
後
學
、
サ
リ
ク
都
統

　
　
　
第
十
谷
　
　
粟
　
　
報

ア
ス
ダ
イ
皇
子
の
令
旨
に
よ
り
て
書
論
せ
り
，
善
哉
丸
々
し
な
る

文
あ
る
事
を
特
に
注
意
せ
ら
る
。

　
　
玄
孫
の
強
書
に
就
て
　
　
文
華
榑
士
　
狩
野
直
喜
君

　
博
士
の
渡
隊
さ
れ
し
は
己
に
十
蝕
年
前
に
し
て
、
姦
詐
に
あ
る

遣
書
は
未
だ
整
理
中
な
り
し
が
、
博
士
は
ペ
リ
オ
氏
の
妬
意
に
て

特
に
閲
寛
す
る
を
得
し
若
干
の
珍
書
、
論
語
，
老
子
、
孝
経
、
妙

法
記
、
経
典
灘
文
等
を
解
説
さ
れ
言
立
階
上
璽
要
な
る
こ
ミ
を
、

幾
多
の
例
を
戯
け
て
説
明
さ
る
。
猫
敦
煤
に
關
蓮
し
て
、
コ
ズ
ロ

フ
氏
が
カ
ラ
ボ
ト
探
瞼
の
結
果
獲
た
る
叢
書
、
蕪
子
，
劉
知
蓬
傳

等
を
ぺ
一
、
ロ
グ
ラ
ー
ド
に
て
槻
ら
れ
し
話
に
及
ぶ
。

　
　
余
が
見
た
る
敦
燵
講
書
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
内
藤
虎
次
郎
書

　
博
士
が
在
阪
中
豊
寛
さ
れ
し
慧
書
の
撒
、
八
百
種
に
及
び
内
百

諸
種
を
爲
眞
に
撮
ら
れ
し
が
完
成
せ
る
四
十
二
種
を
本
日
陳
列
さ

る
。
其
中
珍
し
き
切
韻
、
文
心
彫
龍
、
孝
志
郷
注
、
史
記
、
Ψ
虞
世

南
帝
王
略
論
、
唐
律
刑
部
格
、
監
本
老
子
、
蕪
子
羅
本
、
劉
子
新

論
、
本
草
、
文
選
、
黒
子
至
孝
攣
文
、
明
番
曲
（
？
）
、
征
吐
潭
記

（
？
）
、
李
嬌
難
詠
等
に
就
き
て
詳
細
な
る
解
説
を
與
へ
ら
れ
た
り

．
第
四
號
　
　
一
五
五
　
（
六
四
五
）



第
ナ
巷
　
　
葉
　
　
報

鹿
西
洋
史
護
書
置

桝
桝
含
闘
　
去
る
六
月
十
一
口
岸
ア
後
六
時
藥
山
比
｛
集
命
灘
場
に
ン
し
第
一
二
懸
例
一

會
を
開
く
。
坂
口
敏
授
、
時
野
谷
助
敏
授
等
＋
八
名
富
席
。
左
の

登
表
あ
り
。

　
　
一
八
八
八
年
以
後
の
海
上
構
に
就
て
　
　
竹
村
越
三
震

　
主
ε
し
て
英
濁
の
海
上
櫨
の
抗
雫
に
就
て
チ
ル
ピ
ツ
ツ
提
督
を

補
佐
ミ
す
る
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
の
猫
逸
海
軍
櫨
張
政
策
就
中
一

九
〇
〇
の
櫨
張
の
結
果
二
國
標
準
圭
義
放
棄
の
止
む
な
き
に
至
れ

る
英
國
が
或
は
軍
備
縮
少
を
提
議
し
或
は
軍
備
籏
張
に
よ
り
て
獅

逸
に
封
抗
せ
む
ミ
す
る
経
過
を
説
明
し
て
大
戦
前
に
及
ぶ
。

　
　
ハ
ツ
ト
セ
ツ
プ
ス
ト
女
王
に
就
て
　
　
　
岡
島
誠
太
郎
君

　
古
代
埃
及
第
十
八
王
朝
の
ハ
ツ
｝
セ
ツ
プ
ス
ト
女
王
の
系
圖
上

の
疑
問
を
指
摘
し
、
稀
世
の
女
丈
夫
た
る
彼
女
の
才
幹
政
治
的
手

腕
を
纂
け
ト
ー
ト
メ
ス
ニ
世
を
慶
し
て
自
ら
ア
モ
ン
紳
の
子
ε
し

て
男
装
を
な
し
、
男
子
の
構
號
を
用
ひ
た
る
事
を
象
形
文
字
の
上

よ
り
蓮
べ
南
ブ
ン
ト
に
商
業
的
遠
征
を
試
み
、
そ
の
成
功
を
紀
念

せ
ん
が
た
め
扁
大
殿
堂
を
建
つ
る
等
猫
り
そ
の
鍵
勢
を
壇
に
せ
し

ま

　
　
　
　
　
　
　
　
筑
　
鶴
門
號
　
　
　
一
五
山
ハ
　
（
山
ハ
四
山
ハ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

が
漸
く
ト
ー
ト
メ
ス
三
世
長
ず
る
に
及
び
て
彼
女
の
勢
力
失
は
る

る
に
至
れ
る
を
蓮
べ
最
後
に
女
王
の
墳
墓
の
現
歌
を
設
き
て
結
ぶ



會

華尺

　
　
⑳
寄
賂
交
換
圖
書

9
裁
。
撃
o
o
冑
】
6
掛
鐙
ま
U
箒
墨
髭
。
穐
U
『
’
周
●
図
．
諸
〇
三
ω
o
置
℃
艮
H
．
H
H
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
洋
文

鵬
林
類
事
麗
言
孜

龍
歌
点
語
箋

日
本
國
民
思
想
史
（
清
原
貞
雄
氏
著
）

郷
土
制
度
の
研
究
（
小
野
武
夫
二
時
）

経
濟
論
叢
二
〇
の
六
。
二
嚇
の
・
一
二

龍
谷
大
恩
碁
醐
叢
　
二
六
二
・
二
六
三

歴
史
地
理
四
六
の
丁
三

、
史
學
難
誌
一
二
六
の
六
・
七
・
八

史
墨
四
の
三

密
准
擾
學
報
　
　
一
四
五
・
＝
四
六

考
古
墨
雑
誌
　
一
五
の
八

議
世
世
雑
誌
三
一
の
八
・
九

入
類
墨
雅
誌
四
〇
の
九

第
十
巻
　
　
會
　
　
報

　
　
　
　
　
雷

同
　
　
　
　
　
上

歯
　
　
　
　
　
上

県
　
　
文
　
　
館

大
岡
山
書
店

経
濟
畢
會

龍
谷
大
學
論
叢
就

日
本
學
構
普
及
鼻

血
　
　
學
　
　
會

三
田
史
學
會

暴
言
宗
京
都
大
墨
而
眞
會

　
　
　
考
古
學
會

　
　
國
學
院
大
學

　
　
　
東
京
入
類
學
會

醗
會
　
員

　
圏
入

動
静
會

東
京
市
本
郷
匿
眞
砂
町
二
五
、
朝
陽
館
支
店

　
　
（
右
紹
介
者
　
李
削
壁
氏
）

太
田
　
　
稔
氏

京
都
帝
早
大
學
文
墨
部
史
學
科
墨
生

　
　
（
右
紹
介
者
曾
我
部
静
雄
氏
）

山示

s
市
西
六
條
、
龍
谷
大
｛
學

　
　
（
右
紹
介
者
　
西
田
直
二
郎
氏
）

大
阪
府
三
島
郡
石
川
村

　
　
（
右
紹
介
者
　
島
田
貞
彦
氏
）

東
京
市
本
郷
匠
森
川
三
一
、
兜
立
饒
別
宅

　
　
（
右
紹
介
者
　
望
月
信
成
氏
）

東
山
尽
串
巾
市
外
下
崎
　
塀
｝
五
五
六
、
濃
島
上
万

　
・
（
右
紹
介
者
　
野
々
村
威
三
馬
）

破
阜
縣
海
津
中
畢
校

　
　
（
右
紹
介
者
　
三
浦
周
行
氏
）

長
野
縣
諏
訪
郡
豊
李
村

　
　
（
右
紹
介
者
　
天
沼
俊
噛
氏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
五
七
　
（
六
四
七
） 篠

原
智
雄
氏

西
光
義
違
氏

藤
波
大
超
氏

坂
倉
鍵
二
氏

京
口
　
元
吉
氏

伊
藤
　
　
信
氏

牛
山
秀
樹
氏



　
　
第
十
巻
　
　
曾
　
　
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

酔
果
｛
示
市
外
代
々
藤
柵
轄
…
ケ
谷
↑
太
」
赫
一
北
三
六
六
　
　
　
武
困
円
　
勝
謹
瀬
氏

　
　
（
右
紹
介
者
　
中
村
直
勝
氏
）

東
京
府
豊
多
摩
郡
高
非
戸
村
下
高
井
戸
二
九
一

東
京
府
下
、
大
崎
町
立
正
大
學
史
學
科

」
岡
同同同同同　

　
（
右
紹
介
者
　
入
田
整
三
氏
）

佐
賀
高
等
學
校
圖
書
課

　
　
（
右
紹
介
者
島
田
貞
彦
氏
）

醜
退
　
會
　
出
崎
藤
吉
氏

岡佐勝服水’中推富
崎藤見部林込名田

啓
温
氏

英
儒
氏

寛
旭
氏

丈
治
氏

久
雄
氏

文
良
馬

恵
重
氏

観
量
氏

守
屋
龍
之
助
氏

京
都
市
上
京
瞳
下
鴨
森
本
町
芝
橋
藤
治
郎
方
小
林
　
秀
武
氏

餓
〃
閃
　
饒
　
　
　
一
五
入
　
　
（
山
ハ
四
八
）


